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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面の後方部をなす上面カバーを含むキャビネットと、
　前記キャビネットの内側に設けられるタブと、
　前記タブ内に回転可能に設けられるドラムと、
　前記タブの前部の上方に位置し、前記上面カバーによって露出される洗剤ディスペンサ
ーと、
　前記上面カバーによって露出される前記洗剤ディスペンサーの上面を開閉し、前記上面
カバーの前方に形成されるディスペンサーカバーと、を含み、
　前記ディスペンサーカバーは、
　　前記洗剤ディスペンサーの上側に位置するドアブラケットと、
　　前記ドアブラケットにスライド移動可能に結合され、スライド移動によって前記洗剤
ディスペンサーを開閉するスライドドアと、を含み、
　前記スライドドアは、前記洗剤ディスペンサーの開放の際、前記上面カバーの下側部位
に挿入され、
　前記スライドドアは前記上面の前方部をなし、前記上面の前方角部をなし、
　前記上面は前記上面を区画する単一境界線を含み、前記単一境界線に基づく前記上面の
後方部は前記上面カバーによって形成され、前記単一境界線に基づく前記上面の前方部は
前記スライドドアによって形成される、洗濯装置。
【請求項２】
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　前記ドアブラケットは、前記洗剤ディスペンサーに洗剤を投入するための貫通孔を有す
る本体部と、前記本体部の両側に形成され、前記スライドドアを案内する第１及び第２ガ
イドスリットを持つガイド部とを含み、前記スライドドアの両側に前記第１及び第２ガイ
ドスリットに挿入される第１及び第２スライド突起が形成される、請求項１に記載の洗濯
装置。
【請求項３】
　前記第１及び第２ガイドスリットは、前記スライドドアの移動方向に下方に傾く、請求
項２に記載の洗濯装置。
【請求項４】
　前記第１ガイドスリットの傾斜より前記第２ガイドスリットの傾斜が大きい、請求項２
に記載の洗濯装置。
【請求項５】
　前記上面カバーの上面の前方部には凹部が形成され、前記スライドドアの上面の後方部
には前記上面の前記凹部に伸びる凹部が形成される、請求項１に記載の洗濯装置。
【請求項６】
　前記スライドドアの前方角部は前記キャビネットの前方角部をなし、前記スライドドア
の上面と前記キャビネットの前方カバーを連結する連結面が形成される、請求項１に記載
の洗濯装置。
【請求項７】
　前記連結面は曲面および平面から選択された一つとして形成される、請求項６に記載の
洗濯装置。
【請求項８】
　上面の後方部をなす上面カバーを含むキャビネットと、
　前記キャビネットの内側に設けられるタブと、
　前記タブ内に回転可能に設けられるドラムと、
　前記タブの前部の上方に位置し、前記上面カバーによって露出される洗剤ディスペンサ
ーと、
　前記上面カバーによって露出される前記洗剤ディスペンサーの上面を開閉し、前記上面
カバーの前方に形成されるディスペンサーカバーと、を含み、
　前記ディスペンサーカバーは、
　　一側が前記上面カバーの前方部にヒンジ結合される回動ヒンジと、
　　前記回動ヒンジの他側にヒンジ結合され、回動によって前記洗剤ディスペンサーを開
放する回動ドアと、を含み
　前記上面カバーの上面には凹部が形成され、前記凹部の所定部位には、前記回動ドアの
開放の際、前記回動ドアを支持する突出部が形成される、洗濯装置。
【請求項９】
　前記洗剤ディスペンサーの閉鎖の際、前記回動ヒンジの上面と前記上面カバーの前記上
面が同一面になり、前記洗剤ディスペンサーの開放の際、前記回動ヒンジの前記上面が前
記上面カバーの前記上面と接する、請求項８に記載の洗濯装置。
【請求項１０】
　前記回動ヒンジは所定部位が開放した環形の断面を持ち、前記回動ヒンジの一側が前記
回動ドアにヒンジ結合され、前記回動ヒンジの他側が前記上面カバーにヒンジ結合される
、請求項８に記載の洗濯装置。
【請求項１１】
　前記回動ドアの前方角部は前記キャビネットの前方角部をなし、前記回動ドアの上面と
前記キャビネットの前方カバーを連結する連結面が形成される、請求項８に記載の洗濯装
置。
【請求項１２】
　前記連結面は曲面および平面から選択された一つとして形成される、請求項１１に記載
の洗濯装置。
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【請求項１３】
　前記タブの円周面の後部の一側に位置する吸気部と、前記タブの前記前部の中央に位置
する吐出部と、前記吸気部と前記吐出部を連結し、前記タブの後部の一側から前記タブの
中央に伸びて空気を案内するダクトと、を含む給気装置をさらに含む、請求項１または１
２に記載の洗濯装置。
【請求項１４】
　前記洗剤ディスペンサーは前記タブの前記前部の上方に位置し、前記ダクトの左右方向
に対しての一側と他側に洗剤投入孔を持つように伸びる、請求項１３に記載の洗濯装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は洗濯装置に関するもので、より詳しくは洗濯装置の上面に設けられた洗剤ディ
スペンサーと洗剤ディスペンサーを開閉するためのディスペンサーカバーとを含む洗濯装
置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、洗濯装置は、洗濯物を乾燥する乾燥機と洗濯物を洗濯する洗濯機を含む。この
ような洗濯装置のうち、洗濯機は洗濯のために洗剤などを使うことになる。このために、
洗濯機には一般的に洗剤投入のための洗剤ディスペンサーが設けられる。したがって、洗
剤ディスペンサーは洗濯機において必須構成である。
【０００３】
　以下、添付図面を参照して従来技術による洗剤ディスペンサーについて手短に説明する
。
【０００４】
　図１は従来技術による洗濯装置及び洗剤ディスペンサーを示した斜視図である。
【０００５】
　図１に例示したように、従来技術による洗濯装置１０は、外観をなすキャビネット１１
と、キャビネットの内部に設けられ、洗濯水を貯蔵するタブ（図示せず）と、タブの内部
に回転可能に設けられ、投入される洗濯物を収納して洗濯するドラム１２とを含む。この
ような洗濯装置は、ドラム１３によって洗濯される洗濯物の洗濯効果を向上させるために
洗剤を投入するための洗剤ディスペンサー２０を含む。
【０００６】
　このような洗剤ディスペンサー２０は、通常、洗濯装置１０の前方に一部が引き出され
る引き出し型の洗剤投入部２２を備え、引き出された洗剤投入部２２に洗剤を投入し、洗
剤投入部２２を洗剤ディスペンサー２０に収納して洗濯物を洗濯するように構成される。
【０００７】
　すなわち、洗剤ディスペンサー２０は洗剤が投入される洗剤投入部２２を持ち、洗剤投
入部２２に投入された洗剤は洗濯水とともに洗濯のための空間であるタブまたはドラムに
供給される。
【０００８】
　一方、このような従来技術による洗濯装置１０の洗剤ディスペンサー２０の場合、洗剤
投入の際、洗剤ディスペンサー２０が洗濯装置１０の前方に引き出された状態を維持しな
がら使用者が洗剤容器を持って洗剤ディスペンサーに洗剤を投入する。
【０００９】
　しかし、前述したような従来技術による洗剤ディスペンサー２０の場合、洗濯装置１０
の前方に引き出された状態で洗剤を投入しなければならないため、使用者は洗剤投入時に
洗剤容器を持っている状態を維持しながら洗剤ディスペンサー２０に洗剤を投入し、ある
いは洗剤容器の吐出口が洗剤ディスペンサー２０に保持された状態で洗剤を投入しなけれ
ばならない。
【００１０】
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　しかし、使用者が洗剤容器を持っている状態で洗剤を投入する場合、使用者に大きな力
が必要であるため、使用者に不便さを与えることがあり、洗剤ディスペンサー２０に洗剤
容器が保持された状態で洗剤を投入する場合、洗剤容器の荷重によって洗剤ディスペンサ
ー２０が破損することがあるという問題点がある。
【００１１】
　また、前述したような従来技術による洗剤ディスペンサー２０に洗剤を投入するために
は、洗剤ディスペンサー２０を洗濯装置１０の前方に引き出す必要がある。したがって、
洗剤ディスペンサー２０を洗濯装置１０の前方に引き出すためには、洗剤ディスペンサー
２０を洗濯装置１０の前面に形成する必要があるが、このような構造は洗濯装置の前面デ
ザインを制限する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明の目的は、洗剤ディスペンサーの位置及び構造を改善して、使用者が便利に易し
く洗剤を洗剤ディスペンサーに投入することができるようにした洗濯装置を提供すること
である。
【００１３】
　本発明の他の目的は、洗剤ディスペンサーの位置及び構造を改善して、洗濯装置のデザ
イン制約を減らすようにした洗濯装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の一実施例において、洗濯装置は、上面後方部をなす上面カバーを含むキャビネ
ットと、前記キャビネットの内側に設けられるタブと、前記タブ内に回転可能に設けられ
るドラムと、前記タブの前方上部に位置し、前記上面カバーによって露出される洗剤ディ
スペンサーと、前記上面カバーによって露出される前記洗剤ディスペンサーの上部を開閉
し、前記上面カバーの前方に形成されるディスペンサーカバーとを含む。
【００１５】
　前記ディスペンサーカバーは前記上面の前方部をなし、前記上面の前方角部をなすこと
ができる。
【００１６】
　前記上面は前記上面を区画する単一境界線を含み、前記単一境界線の後方部は前記上面
カバーによって形成され、前記単一境界線の前方部は前記ディスペンサーカバーによって
形成されることができる。
【００１７】
　前記ディスペンサーカバーは、前記洗剤ディスペンサーの開放の際、前記上面カバーの
下側部位に挿入されることができる。
【００１８】
　前記ディスペンサーカバーは、前記洗剤ディスペンサーの上側に位置するドアブラケッ
トと、前記ドアブラケットにスライド移動可能に結合され、スライド移動によって前記洗
剤ディスペンサーを開閉するスライドドアとを含むことができる。
【００１９】
　前記ドアブラケットは、前記洗剤ディスペンサーに洗剤を投入するための貫通孔が形成
される本体部と、前記本体部の両側に形成され、前記スライドドアを案内する第１及び第
２ガイドスリットを持つガイドとを含み、前記スライドドアの両側に前記第１及び第２ガ
イドスリットに挿入される第１及び第２スライド突起が形成されることができる。
【００２０】
　前記第１及び第２ガイドスリットは、前記スライドドアの移動方向に下方に傾くように
形成されることができる。
【００２１】
　前記第１ガイドスリットの傾斜より前記第２ガイドスリットの傾斜が大きく形成される
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ことができる。
【００２２】
　前記上面カバーの上面前方部には凹部が形成され、前記スライドドアの上面後方部には
前記凹部に伸びる凹部が形成されることができる。
【００２３】
　前記スライドドアの前方角部は前記キャビネットの前方角部をなし、前記スライドドア
の上面と前記キャビネットの前方カバーを連結する連結面が形成されることができる。
【００２４】
　前記連結面は曲面または平面から選択された一つとして形成されることができる。
【００２５】
　前記ディスペンサーカバーは、それに隣り合う前記上面カバーにヒンジ結合され、回動
によって前記洗剤ディスペンサーを開放することができる。
【００２６】
　前記ディスペンサーカバーは、一側が前記上面カバーの前方部にヒンジ結合される回動
ヒンジと、前記回動ヒンジの他側にヒンジ結合される回動ドアとを含むことができる。
【００２７】
　前記ディスペンサーの閉鎖の際、前記回動ヒンジの上面と前記上面カバーの上面が同一
面になり、前記ディスペンサーの開放の際、前記回動ヒンジの上面が前記上面カバーの上
面と接することができる。
【００２８】
　前記回動ヒンジは所定部位が開放した環形の断面を持ち、回動ヒンジの一側が前記回動
ドアにヒンジ結合され、回動ヒンジの他側が前記上面カバーにヒンジ結合されることがで
きる。
【００２９】
　前記上面カバーの上面には凹部が形成され、前記凹部の所定部位には、前記回動ドアの
開放の際、回動ドアを支持する突出部が形成されることができる。
【００３０】
　前記回動ドアの前方角部は前記キャビネットの前方角部をなし、前記回動ドアの上面と
前記キャビネットの前方カバーを連結する連結面が形成されることができる。
【００３１】
　前記連結面は曲面または平面から選択された一つとして形成されることができる。
【００３２】
　前記洗濯装置は、前記タブの円周面の後方一側に位置する吸気部と、前記タブの前方中
央に位置する吐出部と、前記吸気部と前記吐出部を連結し、前記タブ後方一側から前記タ
ブ中央に伸びて空気を案内するダクトとを含む給気装置をさらに含むことができる。
【００３３】
　前記ディスペンサーは前記タブの前方上部に位置し、前記ダクトの一側と他側に洗剤投
入孔を持つように伸びることができる。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明の一実施例による洗濯装置において、洗剤ディスペンサーの位置及び構造を改善
することで、使用者が便利に易しく洗剤を洗剤ディスペンサーに投入することができる。
【００３５】
　また、本発明の一実施例による洗濯装置において、洗剤ディスペンサーの位置及び構造
を改善することで、洗濯装置のデザイン制約を減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
　本発明の理解を助けるために、詳細な説明の一部として含まれる添付図面は、本発明の
実施例を例示し、詳細な説明とともに本発明の原理を説明する働きをする。
【図１】従来技術による洗濯装置を示した斜視図である。
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【図２】本発明の一実施例による洗濯装置を示した断面図である。
【図３】本発明の一実施例による洗濯装置を示した斜視図である。
【図４】本発明の一実施例による洗濯装置の上部構造を示した分解斜視図である。
【図５】本発明の一実施例による洗濯装置の内部構造を示した平面図である。
【図６】本発明の一実施例による洗濯装置の洗剤ディスペンサーを示した分解斜視図であ
る。
【図７】本発明の一実施例による洗剤ディスペンサーの流路部を示した斜視図である。
【図８】本発明の一実施例による洗剤ディスペンサーの流路の連結を示した平面図である
。
【図９】本発明の一実施例による洗剤ディスペンサーの洗濯水供給を示した概略図である
。
【図１０】本発明の一実施例による洗剤ディスペンサーの洗濯水供給を示した概略図であ
る。
【図１１】本発明の一実施例による洗剤ディスペンサーの収集部を示した断面図である。
【図１２】本発明の一実施例による洗剤ディスペンサーの収集部を示した断面図である。
【図１３】本発明の一実施例による洗剤ディスペンサーの収集部を示した断面図である。
【図１４】本発明の一実施例による洗剤ディスペンサーの内部構造を示した断面図である
。
【図１５】本発明の一実施例による洗濯装置の上部パネル及びディスペンサーカバーを示
した分解斜視図である。
【図１６】本発明の一実施例によるディスペンサーカバーを示した部分断面図である。
【図１７】本発明の一実施例によるディスペンサーカバーの動作を示した平面図である。
【図１８】本発明の一実施例によるディスペンサーカバーの動作を示した平面図である。
【図１９】本発明の他の実施例によるディスペンサーカバーを適用した洗濯装置を示した
斜視図である。
【図２０】本発明の他の実施例によるディスペンサーカバーの開放状態を示した斜視図で
ある。
【図２１】本発明の他の実施例によるディスペンサーカバーを示した部分断面図である。
【図２２】本発明の他の実施例によるディスペンサーカバーの動作を示した平面図である
。
【図２３】本発明の他の実施例によるディスペンサーカバーの動作を示した平面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　以下、幾つかの例が添付図面に例示されている本発明の好適な実施例を詳細に参照する
。
【００３８】
　以後の説明に使用されるそれぞれの構成要素の名称は本発明において得られる機能を考
慮して定義されたものである。したがって、これらの名称は本発明の技術的構成要素を限
定しない。また、それぞれの構成要素に定義された名称は当該分野で他の名称で呼ばれる
ことがある。
【００３９】
　また、本発明は前述したように洗濯装置に関するもので、より詳しくは洗剤ディスペン
サーに関するものである。このような洗剤ディスペンサー以外の洗濯装置の構成は一般的
な洗濯装置の構成と同一であることができ、本発明の範囲を限定しない。したがって、一
般的な洗濯装置の構成についての詳細な説明は省略し、洗剤ディスペンサーについて詳細
に説明する。
【００４０】
　まず、図２及び図３を参照して本発明の一実施例による洗濯装置を詳細に説明する。図
２は本発明の一実施例による洗濯装置を示した断面図、図３は本発明の一実施例による洗
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濯装置を示した斜視図である。
【００４１】
　図２及び図３に例示したように、本発明の実施例による洗濯装置１００は、外観をなす
上面カバー１１２、前面カバー１１７、側面カバー１１８及び後面カバー（図示せず）か
らなるキャビネット１１０と、キャビネット１１０の内部に設けられ、洗濯水を貯蔵する
タブ１３０と、タブ１３０の内部に回転可能に装着されるドラム１４０と、タブ１３０内
の空気を加熱循環させる給気装置１６０と、タブ１３０の上部前方に位置し、上面カバー
１１２に対して露出された状態で洗剤を投入するための洗剤ディスペンサー３００と、上
面カバー１１２の延長面をなし、洗剤ディスペンサー３００をカバーするディスペンサー
カバー２００または４００とを含む。
【００４２】
　前記キャビネット１１０の上部には、キャビネット１１０の上部の一部が開閉されるこ
とによって洗剤ディスペンサー３００が露出されるように装着される。このために、キャ
ビネット１１０の上部は、キャビネット１１０の上面の一部をなす上面カバー１１２、及
び洗剤ディスペンサー３００を遮蔽及び露出させるディスペンサーカバー２００または４
００によって形成される。ここで、ディスペンサーカバー２００または４００はキャビネ
ットの上面をなすとともにキャビネット１１０の上面の前方角部をなす。洗剤ディスペン
サー３００及びディスペンサーカバー２００または４００については洗濯装置１００の説
明の後に詳細に説明する。
【００４３】
　また、キャビネット１１０の前方部には内部を開閉するドア１１１が開閉可能に装着さ
れ、キャビネット１１０の前面上部には洗濯ないし乾燥などの行程を行う特定のコースを
入力するコントロールパネル１２０が取り付けられる。コントロールパネル１２０は、使
用者が洗濯ないし乾燥行程を選択するための操作部（図示せず）と、使用者が選択した行
程及び洗濯装置１００の動作過程を表示する表示部（図示せず）とを含む。
【００４４】
　ここで、キャビネット１１０の上面カバー１１２の強度を増大させるため、上面カバー
１１２の内側部が陥没した凹面１１３が形成され、上面カバー１１２の両側には、両側面
カバー１１８との間の空間をカバーするための一対のサイドパネル１１４が設けられる。
【００４５】
　前記タブ１３０はキャビネット１１０の内側に洗濯水を貯水するように設けられ、タブ
１３０の後方部にはドラム１４０を回転させるためのモーター１５０が装着される。また
、タブ１３０とキャビネット１１０の間にはタブ１３０を緩衝可能に支持するスプリング
（図示せず）及びダンパー１３２などを含む。
【００４６】
　また、タブ１３０には、タブ１３０に洗濯水を給水するための給水バルブ１３４及び給
水ホース１３３を含む給水部１３２、及び衣類の洗濯後、洗濯水を排水するための排水ポ
ンプ１３８及び排水ホース１３７を含む排水部１３６が設けられる。
【００４７】
　一方、給水部１３２の給水バルブ１３４には、温水及び冷水の給水を制御するためのバ
ルブがそれぞれ設けられることができる。ここで、温水の給水のためのバルブには温水給
水ライン１３５ｄが連結される。また、冷水の給水のための給水バルブ１３４として、冷
水を選択的に供給するための三方バルブを使用することができる。ここで、冷水の給水の
ための三方バルブには、第１及び第２給水ライン１３５ｄ、１３５ｂ及び予備給水ライン
１３５ｃが連結される。
【００４８】
　また、前述した第１及び第２給水ライン１３５ａ、１３５ｂ、予備給水ライン１３５ｃ
及び温水給水ライン１３５ｄはいずれも洗剤ディスペンサー３００に連結され、洗剤ディ
スペンサー３００を通じて単純に給水される、あるいは、洗剤ディスペンサー３００に投
入された液体／粉末洗剤、予備洗剤、漂白剤、纎維柔軟剤などと混合されてタブ１３０に
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供給できる。温水給水ライン１３５ｄ、第１及び第２給水ライン１３５ａ、１３４ｂ及び
予備給水ライン１３４ｃの機能については洗剤ディスペンサー３００の説明時に詳細に説
明する。
【００４９】
　前記ドラム１４０はタブ１３０内に回転可能に設けられ、ドラム１４０内には、ドア１
１１を通じて投入された洗濯物が投入されて積載される。このようなドラム１４０には洗
濯水が通過する多数の脱水孔１４１が形成され、ドラム１４０の内側には、ドラム１４０
が回転するとき、ドラム１４０に積載された洗濯物を上昇させてから落下させるリフト１
４２が形成される。リフト１４２による洗濯物の流動によって洗濯性能を向上させること
ができる。
【００５０】
　前記給気装置１６０は、タブ１３０の空気を加熱及び循環させることで、ドラム１４０
内に位置する洗濯物を乾燥する。このような給気装置１６０は、タブ１３０の内部の空気
が流入する吸気部１６２と、吸気部１６２の上部に位置し、空気を吸入する送風ファン１
６３と、送風ファン１６３によって流入した空気を加熱するヒーター１６４と、ヒーター
１６４によって加熱された空気をドラム１４０の内部に供給する吐出部１６５とを含む。
【００５１】
　ここで、吸気部１６２はタブ１３０の後方一側の外周面上に位置し、タブ１３０内の空
気が直接流入し、吐出部１６５はタブ１３０の前方中央に連結され、ドラム１４０の内側
に空気が直接吐き出されるように形成される。一方、吸気部１６２と吐出部１６５の間に
は空気の移動経路をなすダクト１６１が設けられ、ヒーター１６４及び送風ファン１６３
はダクト１６１の内部に位置することが好ましい。そして、ダクト１６１は吸気部１６２
から吐出部１６５に連結され、タブ１３０の後方一側からタブ１３０の前方中央に伸びる
形態を持つ。
【００５２】
　また、空気の流れの観点で、送風ファン１６３から吐き出される空気がヒーター１６４
によって加熱されることが好ましい。一方、本発明の場合、タブ１３０の外周面で空気を
直接吸入して加熱し、タブ１３０の前方に供給する構造に形成され、洗濯物を乾燥させた
湿った空気はタブ１３０の内外部の温度差によってタブ１３０の内側面で凝縮して乾燥空
気に変換できる。他の方法で、洗濯物を乾燥させた空気を乾燥させた空気に変換させるた
めに、タブ１３０の内部の湿った空気の一部をタブ１３０の外部に排出し、タブ１３０の
外部の乾燥空気の一部をタブ１３０に流入させることもできる。
【００５３】
　ここで、タブ１３０、ドラム１４０、給気装置１６０などの構成は従来技術によるタブ
、ドラム、給気装置などを使うこともでき、従来技術より改善されたタブ、ドラム、給気
装置などを使うこともできる。
【００５４】
　このような洗濯装置１００の動作を手短に説明する。給水部１３２を通じてタブ１３０
に洗濯水が流入し、ドラム１４０の回転によって洗濯、すすぎ、脱水行程が遂行される。
一方、洗濯、及びすすぎの際、洗濯水は排水部１３６を通じてタブ１３０の外部に排出さ
れる。そして、洗濯及びすすぎの後、洗濯物の脱水行程が行われて洗濯過程が完了する。
【００５５】
　また、乾燥行程が進む場合、給気装置１６０の送風ファン１６３によってタブ１３０の
内部空気が循環され、給気装置１６０のヒーターが空気を加熱する。加熱された空気はタ
ブ１３０と給気装置を循環しながらドラム１４０に積載された洗濯物を乾燥させる。洗濯
物を乾燥させた空気はタブ１３０の内外部の温度差によってタブ１３０の内周面で凝縮し
、排水部１３６によってタブ１３０の外部に排水される。
【００５６】
　一方、前述した洗濯装置１００の動作前または動作中には洗濯のための洗剤を投入しな
ければならない。洗剤を投入するためには、洗濯装置１００の上部に設けられたディスペ
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ンサーカバー２００または４００を開放し、洗剤ディスペンサー３００に液状洗剤、粉末
洗剤、纎維柔軟剤、補助洗剤などを選択的に投入しなければならない。
【００５７】
　以下、本発明の一実施例による洗濯装置において洗剤ディスペンサー３００の設置状態
を添付図面に基づいて詳細に説明する。図４は本発明の一実施例による洗濯装置の上部構
造を示した分解斜視図、図５は本発明の一実施例による洗濯装置の内部構造を示した平面
図である。
【００５８】
　図４及び図５に例示したように、洗剤ディスペンサー３００はキャビネット１１０の内
側のタブ１３０の前方上面に位置し、ディスペンサーカバー２００の開放によって露出さ
れるように構成される。
【００５９】
　前記洗剤ディスペンサー３００はキャビネット１１０の上部に取り付けられ、蓋部３１
０、流路部３２０及び収集部３６０からなる。洗剤ディスペンサー３００には、粉末／液
体洗剤、予備洗剤、纎維柔軟剤、補助洗剤などを投入するための多数の投入孔３１２、３
１３、３１７が形成される。
【００６０】
　また、洗剤ディスペンサー３００は、選択的に投入される粉末／液体洗剤、予備洗剤、
纎維柔軟剤、補助洗剤などを別に供給される洗濯水と混合してタブ１３０に供給する洗剤
供給ホース（図示せず）がタブ１３０に連結される。
【００６１】
　一方、前述した給気装置１６０の吐出部１６５はタブ１３０の前方上部に位置し、給気
装置１６０のダクト１６１はタブ１３０の後方一側から吐出部１６５に伸びる形態を持つ
。
【００６２】
　洗剤ディスペンサー３００は、給気装置１６０の吐出部１６５またはダクト１６１との
干渉を避けるために、中央部（具体的には給気装置１６０の吐出部１６５の上側の洗剤デ
ィスペンサー３００の部分）には投入孔が形成されず、給気装置１６０のダクト１６１の
先端及び吐出部１６５が位置するダクト空間部３１５が形成される。
【００６３】
　すなわち、洗剤ディスペンサー３００には、中央部にダクト１６１の先端及び吐出部１
６５が位置するダクト空間部３１５が形成され、一側と他側に粉末／液体洗剤、予備洗剤
、纎維柔軟剤、補助洗剤などを投入するための多数の投入孔３１２、３１３、３１７が分
離されて位置する。好ましくは、洗剤ディスペンサー３００の一側には粉末／液体洗剤、
予備洗剤を投入するための投入孔３１２、３１３が位置し、洗剤ディスペンサー３００の
他側には纎維柔軟剤、補助洗剤を投入するための投入孔３１７が位置する。
【００６４】
　また、洗剤ディスペンサー３００の一側と他側はそれぞれ分離されて取り付けられるこ
とができるが、設置の便宜のために一体的に形成され、一側（または他側）から供給され
る洗濯水を他側（または一側）に供給するように設けられる。洗剤ディスペンサー３００
については洗濯装置１００の説明後に詳細に説明する。
【００６５】
　前記ディスペンサーカバー２００または４００は、洗濯装置１００の上面前方側（具体
的に、洗剤ディスペンサー３００の上側）に洗濯装置１００の上面前方を開閉するように
設けられる。
【００６６】
　また、ディスペンサーカバー２００または４００と上面カバー１１２は洗濯装置１００
の上面を形成するとともに同一延長面を持っているので、一体感を与えることができる。
すなわち、上面カバー１１２に隣接したディスペンサーカバー２００または４００は上面
カバー１１２の上面から伸びる延長面を形成する。
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【００６７】
　一方、前述したディスペンサーカバー２００または４００は、洗濯装置１００の上面前
方を形成するとともに洗濯装置１００の前面カバー１１７に連続的に伸びる。すなわち、
ディスペンサーカバー２００または４００は洗濯装置１００の上面の一部を形成するとと
もに洗濯装置１００の前面カバー１１７に伸びる連結面２１２によって洗濯装置１００の
上面及び前面がスムーズに連結される。
【００６８】
　また、上面カバー１１２の両側に位置するサイドパネル１１４は上面カバー１１２の両
側からディスペンサーカバー２００の方向に伸びて上面カバー１１２及びディスペンサー
カバー２００の両側を仕上げる。ディスペンサーカバー２００または４００の構造につい
ては洗剤ディスペンサー３００の説明後に詳細に説明する。
【００６９】
　以下、本発明の一実施例による洗剤ディスペンサーについて添付図面を参照して詳細に
説明する。図６は本発明の一実施例による洗濯装置の洗剤ディスペンサーを示した分解斜
視図、図７は本発明の一実施例による洗剤ディスペンサーの流路部を示した斜視図、図８
は本発明の一実施例による洗剤ディスペンサーの流路の連結を示した平面図である。
【００７０】
　図６～図８に例示したように、本発明の一実施例による洗剤ディスペンサー３００は、
前述したように重畳して結合される蓋部３１０、流路部３２０及び収集部３６０を含み、
蓋部３１０、流路部３２０及び収集部はそれぞれ個別に製造され、熱融着によって一体的
に結合される。
【００７１】
　ここで、前記蓋部３１０は洗剤蓋部３１１、連結蓋部３１４及び補助洗剤蓋部３１６か
らなり、前記流路部３２０は洗剤部３２１、連結部３３４及び補助洗剤部３３６からなり
、前記収集部３６０は洗剤収集部３６１、傾斜流路３６４及び補助洗剤収集部３６７から
なる。蓋部、流路部及び収集部の詳細な構成については後に詳細に説明する。
【００７２】
　蓋部３１０、流路部３２０及び収集部３６０には、前述した給気装置１６０のダクト１
６１及び吐出部１６５との干渉を避けるために、後方中央側に、給気装置１６０のダクト
１６１及び吐出部１６５が挿入されるダクト空間部３１５がそれぞれ陥没して形成される
。
【００７３】
　ここで、ダクト空間部３１５は蓋部３１０、流路部３２０及び収集部３６０に共通して
形成され、蓋部３１０、流路部３２０及び収集部３６０の各構成部を区画する基準となる
。したがって、蓋部３１０、流路部３２０及び収集部３６０に形成されるダクト空間部３
１５は同一参照符号で指示する。
【００７４】
　一方、洗剤ディスペンサー３００がダクト空間部３１５によって区画される場合、ダク
ト空間部３１５によって区画される洗剤ディスペンサー３００の一側と他側に液体洗剤／
粉末洗剤、予備洗剤、漂白剤、纎維柔軟剤などの投入位置を区分して配置することができ
る。
【００７５】
　すなわち、洗剤ディスペンサー３００の一側には、粉末／液体洗剤が投入される洗剤投
入孔３１２及び洗剤投入箱３２５と、追加の予備洗剤が投入される予備洗剤投入孔３１３
と、予備洗剤投入箱３２９とが位置し、洗剤ディスペンサー３００の他側には、補助洗剤
投入孔３１７と、纎維柔軟剤投入箱３４２と、漂白剤投入箱３３９とが位置することがで
きる。この場合、使用者が洗剤と補助洗剤の投入位置を明確に区分することができるので
、使用者の便利性が向上することができる。
【００７６】
　前記蓋部３１０は流路部３２０の上部に結合され、流路部３２０に形成される多数の流
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路の上部をなすものである。このような蓋部３１０は、流路部３２０の洗剤部３２１の上
部をカバーする洗剤蓋部３１１と、流路部３２０の連結部３３４をカバーする連結蓋部３
１４と、流路部３２０の補助洗剤部３３６をカバーする補助洗剤蓋部３１６とを含む。
【００７７】
　ここで、蓋部３１０の洗剤蓋部３１１、連結蓋部３１４及び補助洗剤蓋部３１６はそれ
ぞれ別個に構成できるが、これらは一体的に形成されることもできる。一方、洗剤蓋部３
１１と補助洗剤蓋部３１６の間には前述したダクト空間部３１５が形成され、洗剤蓋部３
１１と補助洗剤蓋部３１６は連結蓋部３１４によって連結される構造を持つ。
【００７８】
　そして、洗剤蓋部３１１には、洗剤を投入するための洗剤投入孔３１２及び追加の予備
洗剤を投入するための予備洗剤投入孔３１３が形成される。そして、補助洗剤蓋部３１６
には、漂白剤及び纎維柔軟剤などを投入するための補助洗剤投入孔３１７が形成される。
【００７９】
　一方、洗剤蓋部３１１と補助洗剤蓋部３１６の外面には、蓋部３１０、流路部３２０及
び収集部３６０が結合された後に洗剤ディスペンサー３００をキャビネット１１０に固定
するための締結部３１８が形成される。
【００８０】
　前記流路部３２０は、図６及び図７に示したように、供給される洗濯水に予め投入され
た洗剤及び予備洗剤を混合して供給する洗剤部３２１と、洗剤部に供給される洗濯水の一
部を補助洗剤部３３６に案内する連結部３３４と、連結部３３４を通じて供給される洗濯
水に予め投入された漂白剤または纎維柔軟剤を混合して供給する補助洗剤部３３６とを含
む。
【００８１】
　ここで、洗剤部３２１には、液体洗剤または粉末洗剤を投入するための洗剤投入箱３２
５及び予備洗剤を投入するための予備洗剤投入箱３２９が形成される。洗剤投入箱３２５
及び予備洗剤投入箱３２９の下部は流路部３２０の後方にかつ下方に傾くように形成され
、洗剤投入箱３２５及び予備洗剤投入箱３２９の後部は、投入された洗剤が洗濯水と一緒
に収集部３６０の洗剤収集部３６１に移動することができるように開放される。
【００８２】
　また、洗剤投入箱３２５の上部外周面には、供給される洗濯水が洗剤投入箱３２５に均
一に流入するようにする第１循環流路３２８が形成され、第１循環流路３２８の内周面に
は、第１循環流路３２８を通過する洗濯水が洗剤投入箱３２５の外周面から溢れるように
する多数のオーバーフロー突出部３２８ａが形成される。オーバーフロー突出部３２８ａ
は第１循環流路３２８を移動する洗濯水の移動方向によって違う高さに形成されることが
好ましい。
【００８３】
　また、予備洗剤投入箱３２９の上部外周面には、供給される洗濯水が予備洗剤投入箱３
２９に均一に流入するようにする第２循環流路３３２が形成され、第２循環流路３３２の
内周面には、第２循環流路３３２を通過する洗濯水が予備洗剤投入箱３２９の外周面から
溢れるようにする多数のオーバーフロー突出部３３２ａが形成される。オーバーフロー突
出部３３２ａは第２循環流路３３２を移動する洗濯水の移動方向によって違う高さに形成
されることが好ましい。
【００８４】
　一方、洗剤部３２１の後方側には、洗剤投入箱３２５、予備洗剤投入箱３２９及び纎維
柔軟剤投入箱３４２に洗濯水を給水するための多数の連結部３２２、３２３、３２４が設
けられる。具体的に、洗剤投入箱３２５に温水を給水するための温水給水ライン連結部３
２２と、洗剤投入箱３２５に冷水を給水するための第１給水ライン連結部３２３と、第１
給水ライン１３５ａを通じて同時に供給される場合、第１給水ライン１３５ａの洗濯水と
一緒に補助洗剤部３３６に洗濯水を供給する予備給水ライン連結部３２４とを含む。
【００８５】
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　温水給水ライン連結部３２２には、第１循環流路３２８の一側に連結され、温水給水ラ
インから供給される温水の流路を形成する温水流路３２６が形成される。一方、温水給水
ライン１３５ｄを通じて供給される温水は温水給水ライン連結部３２２及び温水流路３２
６を通じて第１循環流路３２８に供給され、第１循環流路３２８に形成されたオーバーフ
ロー突出部３２８ａを通じて洗剤投入箱３２５に供給される（図１０参照）。
【００８６】
　第１給水ライン連結部３２３には、第１循環流路３２８の他側に連結され、第１給水ラ
イン１３５ａから供給される洗濯水の流路を形成する第１給水流路３２７が設けられ、予
備給水ライン連結部３２４には、予備給水ライン１３５ｃから供給される洗濯水の流路を
形成する予備給水流路３３１が形成される。
【００８７】
　ここで、第１給水流路３２７と予備給水流路３３１は所定の角度で交差するように形成
され、第１給水流路３２７と予備給水流路３３１の交差部位において第１給水流路３２７
の給水方向と予備給水流路３３１の給水方向の間の中央部には洗濯水を纎維柔軟剤投入箱
３４２に案内する補助洗剤部給水流路３３３が形成される。
【００８８】
　一方、第１給水ライン１３５ａを通じて供給される洗濯水は第１給水ライン連結部３２
３及び第１給水流路３２７を通じて第１循環流路３２８の他側に供給され、第１循環流路
３２８に形成されたオーバーフロー突出部３２８ａを通じて洗剤投入箱３２５に供給され
る（図１０参照）。
【００８９】
　すなわち、洗剤投入箱３２５の第１循環流路３２８は、温水給水ライン１３５ｄから供
給される温水及び第１給水ライン１３５ａから供給される洗濯水を温水給水流路１３５ｄ
及び第１給水流路３２７を通じて同時にまたは選択的に供給できる。
【００９０】
　一方、予備給水流路３３１を通じて供給される洗濯水は予備給水ライン連結部３２４及
び予備給水流路３３１を通じて予備洗剤投入箱３２９に供給され、第２循環流路３３２に
形成されたオーバーフロー突出部３３２ａを通じて予備洗剤投入箱３２９に供給される（
図１０参照）。
【００９１】
　ここで、補助洗剤部給水流路３３３は連結部３３４に形成された連結流路３３５を介し
て補助洗剤部３３６に連結される。
【００９２】
　補助洗剤部３３６には、纎維柔軟剤または漂白剤などを投入するための纎維柔軟剤投入
箱３４２及び漂白剤投入箱３３９が形成される。纎維柔軟剤投入箱３４２及び漂白剤投入
箱３３９の上側には纎維柔軟剤投入箱３４２及び漂白剤投入箱３３９に投入される纎維柔
軟剤、漂白剤、洗濯水などがオーバーフローするオーバーフローホール３４１が形成され
、纎維柔軟剤投入箱３４２及び漂白剤投入箱３３９の下部には纎維柔軟剤投入箱３４２及
び漂白剤投入箱３３９に投入された纎維柔軟剤及び漂白剤を供給するためのサイフォン流
路３４４が取り付けられる。サイフォン流路３４４は公知の技術なので、詳細な説明は省
略する。
【００９３】
　ここで、連結部３３４に形成された連結流路３３５は纎維柔軟剤投入箱３４２に伸び、
予備給水ライン１３５ｃから供給される洗濯水は予備給水ライン連結部３２４、予備給水
流路３３１及び連結部３３４の連結流路３３５を通じて纎維柔軟剤投入箱３４２に供給さ
れる（図９参照）。
【００９４】
　一方、漂白剤投入箱３３９の後方には第２給水ライン１３５ｂが連結される第２給水ラ
イン連結部３３７が設けられ、第２給水ライン連結部３３７には漂白剤投入箱３３９に洗
濯水を案内する第２給水流路３３８が形成される。よって、漂白剤投入箱３３９には第２
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給水ライン１３５ｂから供給される洗濯水が第２給水ライン連結部３３７及び第２給水流
路３３８を通じて供給される（図１０参照）。
【００９５】
　前記収集部３６０は流路部３２０の下部に位置し、流路部３２０の洗剤投入箱３２５、
予備洗剤投入箱３２９、纎維柔軟剤投入箱３４２及び漂白剤投入箱３３９に投入された各
種の洗剤及び補助剤を供給される洗濯水と一緒にタブ１３０に供給するためのものである
。
【００９６】
　このような収集部３６０は、収集された洗剤及び洗濯水がタブ１３０に吐き出される吐
出口３６３が設けられる洗剤収集部３６１と、纎維柔軟剤及び漂白剤が収集される補助洗
剤収集部３６７と、洗剤収集部３６１と補助洗剤収集部３６７を連結する傾斜流路３６４
とからなる。このような収集部３６０の洗剤収集部３６１、補助洗剤収集部３６７及び傾
斜流路３６４は一体的に形成される。
【００９７】
　また、洗剤収集部３６１と補助洗剤収集部３６７の間には前述したダクト空間部３１５
が形成され、洗剤収集部３６１と補助洗剤収集部３６７は傾斜流路３６４によって連結さ
れる構造を持つ。
【００９８】
　ここで、洗剤収集部３６１、補助洗剤収集部３６７及び傾斜流路３６４の下面はそれぞ
れの収集部３６１、３６７、３６４に収集された洗剤及び洗濯水を洗剤収集部３６１に設
けられた吐出口３６３を通じてタブ１３０に供給できるようにそれぞれ斜めに形成される
。
【００９９】
　図１１～図１３を参照すれば、補助洗剤収集部３６７の下面には補助洗剤収集部３６７
の一側に連結された傾斜流路３６４側に下方に傾いた第１傾斜面３６８が形成され、傾斜
流路３６４の下面には補助洗剤収集部３６７の第１傾斜面３６８から洗剤収集部３６１側
に下方に傾いた第２傾斜面３６５が形成される。そして、洗剤収集部３６１の下面には傾
斜流路３６４の第２傾斜面３６５から吐出口３６３側に下方に傾いた第３傾斜面３６２が
形成される。
【０１００】
　したがって、洗剤収集部３６１に投入された洗剤は洗剤収集部３６１の第３傾斜面３６
２に沿って吐出口に排出されてタブ１３０に投入され、補助洗剤収集部３６７に投入され
た纎維柔軟剤及び漂白剤は補助洗剤収集部３６７の第１傾斜面３６８に沿って傾斜流路３
６４に流入し、傾斜流路３６４に流入した纎維柔軟剤及び漂白剤は傾斜流路３６４の第２
傾斜面３６５に沿って洗剤収集部３６０に流入し、洗剤収集部３６０の第１傾斜面３６８
によって吐出口３６３に排出されてタブ１３０に投入される。
【０１０１】
　一方、本発明の洗剤ディスペンサー３００は、液体洗剤を投入するための液体洗剤投入
ガイド３７０を含む。すなわち、蓋部３１０、流路部３２０及び収集部３６０からなる洗
剤ディスペンサー３００は、洗剤投入箱３２５に直接液体洗剤を投入する場合、洗濯水の
給水時に洗剤がすぐ供給されるため、望まない時期に液体洗剤が供給されることがある問
題点がある。したがって、液体洗剤の投入を調節するために、サイフォン現象によって液
体洗剤を供給することができる液体洗剤投入ガイド３７０が必要である。
【０１０２】
　図１４は洗剤ディスペンサー３００において液体洗剤投入ガイド３７０の設置構造を示
した断面図である。液体洗剤投入ガイド３７０は流路部３２０の洗剤投入箱３２５に分離
可能に装着され、液体洗剤が貯蔵される液体洗剤貯蔵部３７１を含み、液体洗剤貯蔵部３
７１の内側にはサイフォン現象によって液体洗剤貯蔵部３７１の内部に貯蔵された液体洗
剤を供給する液体洗剤サイフォン流路３７５が設けられる。
【０１０３】
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　このような液体洗剤貯蔵部３７１の一側には液体洗剤投入ガイド３７０を着脱するため
の取っ手３７２が設けられ、液体洗剤サイフォン流路３７５の一側には液体洗剤の投入量
を制限するための投入境界突起３７４が設けられる。また、液体洗剤投入ガイド３７０の
下部には、液体洗剤投入ガイド３７０が洗剤投入箱３２５に装着されるとき、液体洗剤投
入ガイド３７０を支持する多数の支持突起３７３が設けられる。
【０１０４】
　以下、本発明の一実施例によるディスペンサーカバーを添付図面に基づいて詳細に説明
する。図１５は本発明の一実施例による洗濯装置の上部パネル及びディスペンサーカバー
を示した分解斜視図、図１６は本発明の一実施例によるディスペンサーカバーを示した部
分断面図である。
【０１０５】
　図１５に例示したように、本発明の一実施例によるディスペンサーカバー２００は、洗
濯装置１００の内側に取り付けられる洗剤ディスペンサー３００の上部に取り付けられる
ドアブラケット２２０と、ドアブラケット２２０によって移動経路が案内され、開放時に
上面カバー１１２の下側に移動しながら洗剤ディスペンサー３００を開放するスライドド
ア２１０とを含む。この際、洗剤ディスペンサー３００と上面カバー１１２は、ディスペ
ンサーカバー２００のスライドドア２１０が移動するために、所定の間隔で隔たっている
。
【０１０６】
　スライドドア２１０は、洗濯装置１００の前方上面、つまり上面カバー１１２の前方に
露出されるように位置する。また、スライドドア２１０の外面は上面カバー１１２の上面
から伸びる面を持つ。すなわち、上面カバー１１２の上面には上面カバー１１２の強度補
強のための凹面１１３が形成され、スライドドア２１０の上面には上面カバー１１２の凹
面１１３から伸びる凹面２１１が形成される。したがって、洗濯装置１００の上面は上面
カバー１１２の凹面１１３及びスライドドア２１０の凹面２１１によって一つの陥没した
凹部形状を持つ。
【０１０７】
　また、スライドドア２１０の前方角部には、キャビネット１１０の前面カバー１１７の
外形に従って伸びる連結面２１２が形成される。すなわち、スライドドア２１０の前方角
部は洗濯装置１００の前方上側角部を形成する。
【０１０８】
　ここで、スライドドア２１０の前方角部には所定の曲面に形成される連結面２１２が形
成されることができ、スライドドア２１０の上面と前面カバー１１７の前面は連結面２１
２を介して連続した曲面に形成される。
【０１０９】
　しかし、スライドドア２１０の連結面２１２は所定の角度を持つ傾斜面に形成されるこ
ともでき、スライドドア２１０の前方角部が傾斜面に形成される場合、洗濯装置１００の
前方角部はスライドドア２１０、連結面２１２及び前面カバー１１７を含めた三つの平面
または曲面から形成されることもできる。
【０１１０】
　一方、スライドドア２１０の両側には、後述するドアブラケット２２０によって案内さ
れる第１及び第２スライド突起２１３、２１４が形成される。第１及び第２スライド突起
２１３、２１４は所定の間隔で隔たっており、第１スライド突起２１３の後方部に第２ス
ライド突起２１４が形成される。
【０１１１】
　ドアブラケット２２０は、洗剤ディスペンサー３００の上部に位置する本体部２２１と
、本体部２２１の両側端に位置し、スライドドア２１０がスライド移動可能にガイドする
ガイド部２２３とを含む。
【０１１２】
　一方、本体部２２１には、洗剤ディスペンサー３００に形成された洗剤投入孔３１２、
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予備洗剤投入孔３１３及び補助洗剤投入孔３１７に対応する一つまたは多数の貫通孔２２
２が形成される。
【０１１３】
　また、一対のガイド部２２３は本体部２２１の両端に垂直な形態に形成され、上面カバ
ー１１２の下側に所定の長さに伸びる。一方、それぞれのガイド部２２３の向かい合う内
側面には、スライドドア２１０の第１及び第２スライド突起２１３、２１４が挿入されて
案内される第１及び第２ガイドスリット２２４、２２５が形成される。
【０１１４】
　ここで、第１及び第２ガイドスリット２２４、２２５は一対のガイド部２２３の向かい
合う内側面に対称状に形成される。第１ガイドスリット２２４は第２ガイドスリット２２
５の前方に位置する。また、第１ガイドスリット２２４及び第２ガイドスリット２２５は
互いに異なる傾斜を持っており、第１及び第２ガイドスリット２２４、２２５は上面カバ
ー１１２側に行くほど下方に傾く形態に形成される。好ましくは、第１ガイドスリット２
２４より第２ガイドスリット２２５がもっと大きな傾斜を持つように形成される。
【０１１５】
　一方、前述した第１ガイドスリット２２４には第１スライド突起２１３が挿入され、第
２ガイドスリット２２５には第２スライド突起２１４が挿入される。したがって、スライ
ドドア２１０がスライドするとき、第１及び第２スライド突起２１３、２１４は第１及び
第２ガイドスリット２２４、２２５に沿って移動する。
【０１１６】
　ここで、第１ガイドスリット２２４及び第２ガイドスリット２２５は互いに異なる傾斜
を持つように形成され、第１及び第２ガイドスリット２２４、２２５の上端部は、第１及
び第２ガイドスリット２２４、２２５に結合される第１及び第２スライド突起２１３、２
１４が第１及び第２ガイドスリット２２４、２２５の上端部に位置する場合、スライドド
ア２１０が洗剤ディスペンサー３００を閉鎖する位置まで延設される。
【０１１７】
　また、第１及び第２ガイドスリット２２４、２２５の下端部は、第１及び第２ガイドス
リット２２４、２２５に結合される第１及び第２スライド突起２１３、２１４が第１及び
第２ガイドスリット２２４、２２５の下端部に位置する場合、スライドドア２１０が洗剤
ディスペンサー３００を開放して上面カバー１１２の下部に移動する位置まで延設される
。
【０１１８】
　以下、本発明の一実施例によるディスペンサーカバー２００の動作状態を説明する。ま
ず、ディスペンサーカバー２００の初期状態で、ディスペンサーカバー２００は洗剤ディ
スペンサー３００を閉鎖している。すなわち、ディスペンサーカバー２００のスライドド
ア２１０が上面カバー１１２の下部から引き出され、洗剤ディスペンサー３００の上面に
位置する（図１７参照）。
【０１１９】
　この際、スライドドア２１０の両側に形成された第１及び第２スライド突起２１３、２
１４はドアブラケット２２０のガイド部２２３に形成された第１及び第２ガイドスリット
２２４、２２５の上端に位置し、スライドドア２１０の前方角部は洗濯装置の前方上側角
部をなす。
【０１２０】
　一方、洗剤ディスペンサー３００を開放するためには、ディスペンサーカバー２００の
スライドドア２１０を上面カバー１１２側に押圧すれば、スライドドア２１０の第１及び
第２スライド突起２１３、２１４がドアブラケット２２０のガイド部２２３に形成された
第１及び第２ガイドスリット２２４、２２５に沿って移動することによってスライドドア
２１０が移動する。
【０１２１】
　この際、第１及び第２ガイドスリット２２４、２２５は上面カバー１１２側に行くほど
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下方に傾く形態に形成されているため、スライドドア２１０が移動するにつれて上面カバ
ー１１２の下部内側に挿入されることによって洗剤ディスペンサーが開放される（図１８
参照）。
【０１２２】
　以下、本発明の他の実施例による洗剤ディスペンサーカバー４００について添付図面を
参照して詳細に説明する。図１９は本発明の他の実施例によるディスペンサーカバーを適
用した洗濯装置を示した斜視図である。
【０１２３】
　図１９に例示したように、本発明の他の実施例によるディスペンサーカバー４００を適
用した洗濯装置１００は、洗濯装置１００の内側前方上部には洗剤を投入するための洗剤
ディスペンサー３００が取り付けられ、洗濯装置１００の上面後方部は上面カバー１１２
によって形成され、洗濯装置１００の上面前方部（具体的に、洗剤ディスペンサー３００
の上側の部位）には洗濯装置の外側に回動して洗剤ディスペンサー３００を開閉するディ
スペンサーカバー４００が設けられる。
【０１２４】
　また、上面カバー１１２とディスペンサーカバー４００は洗濯装置１００の上面をなす
とともに同一延長面をなすので、一体感を与えることができる。すなわち、上面カバー１
１２に隣り合うディスペンサーカバー４００は、洗剤ディスペンサーの閉鎖の際、上面カ
バー１１２の上面から伸びる延長面をなす。また、上面カバー１１２の両側に位置するサ
イドパネル１１４は上面カバー１１２の両側からディスペンサーカバー４００の方向に伸
びて上面カバー１１２及びディスペンサーカバー４００の両側を仕上げる。
【０１２５】
　一方、前述したディスペンサーカバー４００は洗濯装置１００の上面前方部をなすとと
もに洗濯装置１００の前面カバー１１７から連続的に伸びる。すなわち、ディスペンサー
カバー４００は洗濯装置１００の上面の一部をなすとともに洗濯装置１００の前面カバー
１１７まで伸びる連結面３１１によって洗濯装置１００の上面及び前面が滑らかに連結さ
れる。
【０１２６】
　以下、本発明の他の実施例によるディスペンサーカバー４００を添付図面に基づいて詳
細に説明する。
【０１２７】
　図２０は本発明の他の実施例によるディスペンサーカバーの開放状態を示した斜視図、
図２１は本発明の他の実施例によるディスペンサーカバーを示した部分断面図、図２２及
び図２３は本発明の他の実施例によるディスペンサーカバーの動作を示した平面図である
。
【０１２８】
　図２０に例示したように、本発明の他の実施例によるディスペンサーカバー４００は、
洗濯装置１００の上部に位置する上面カバー１１２の前方側に回動可能に設けられる回動
ヒンジ４２０と、回動ヒンジ４２０に回動可能に結合され、洗濯装置１００の外側に回動
することによって洗剤ディスペンサー３００を開放する回動ドア４１０とを備える。
【０１２９】
　回動ドア４１０は洗濯装置１００の前方上面、つまり上面カバー１１２の前方に露出さ
れるように位置する。また、回動ドア４１０の外面は上面カバー１１２の上面まで伸びる
。一方、上面カバー１１２の上面には上面カバー１１２の強度補強のための凹面１１３が
形成され、凹面１１３の所定部には、回動ドア３１０の開放の際、回動した回動ドア３１
０を支持するための突出部１１５が形成される。
【０１３０】
　また、回動ドア４１０の前方角部には、キャビネット１１０の前面カバー１１７の外形
に沿って伸びる連結面４１１が形成される。すなわち、回動ドア４１０の前方角部は洗濯
装置１００の前方上部角部をなす。
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【０１３１】
　ここで、回動ドア４１０の前方角部には所定の曲面に形成される連結面４１１が形成さ
れることができ、回動ドア４１０の上面と前面カバー１１７の前面は連結面３１１によっ
てスムーズに連結される。
【０１３２】
　しかし、回動ドア４１０の連結面４１１は所定の角度を持つ傾斜面に形成されることも
できる。回動ドア４１０の前方角部が傾斜面に形成される場合、洗濯装置１００の前方角
部は回動ドア４１０、連結面４１１及び前面カバー１１７を含めた三つの平面または曲面
によって形成されることもできる。
【０１３３】
　また、回動ドア４１０の内側面には、回動ドア４１０の強度を補強するための多数の補
強リブ４１２が形成される。補強リブ４１２は回動ドア３１０の強度を補強するとともに
、洗剤ディスペンサー３００に洗剤を投入するとき、洗剤が貯蔵された洗剤容器の投入位
置をガイドすることができる。好ましくは、多数の補強リブ３１２は洗剤ディスペンサー
３００に形成された洗剤投入孔３１２、予備洗剤投入口３１３、補助洗剤投入孔３１７な
どの投入孔の間に形成されることができる。
【０１３４】
　回動ヒンジ４２０は回動ドア３１０及び上面カバーにそれぞれ回動可能に結合される。
このために、回動ドア４１０の後方部には回動ヒンジ３２０の一側が回動可能に結合され
るヒンジ部４１４が形成され、上面カバー１１２の前方部下面には回動ヒンジ３２０の他
側が回動可能に結合されるヒンジブラケット１１６が設けられる。
【０１３５】
　一方、回動ヒンジ４２０は一側が開放した円弧形の断面を持つ環形本体４２１と、環形
本体４２１の一側に形成され、回動ドア４１０が連結されるドア連結端４２２と、環形本
体４２１の他側に形成され、上面カバー１１２が回動可能に連結される上面カバー連結端
４２３とが形成される。したがって、回動ドア３１０は二つの回動軸を中心に回動する。
【０１３６】
　以下、回動ヒンジ４２０の回動状態を説明する。図２１に例示したように、洗剤ディス
ペンサー３００の閉鎖時には、回動ヒンジ４２０に回動可能に結合される回動ドア４１０
及びヒンジブラケット１１６がそれぞれ回動し、上面カバー１１２と回動ドア３１０が同
一平面をなす（図２２参照）。また、洗剤ディスペンサー３００の開放時には、回動ヒン
ジ４２０に回動可能に結合される回動ドア４１０及びヒンジブラケット１１６がそれぞれ
回動し、回動ドア３１０の上面が上面カバー１１２の突出部１１５に密着して支持される
（図２３参照）。
【０１３７】
　前述したような本発明の実施例による洗濯装置１００によれば、洗濯装置１００の上面
に洗剤ディスペンサー３００が位置し、洗剤ディスペンサー３００を開閉するディスペン
サーカバー２００または４００が洗濯装置１００の上面に形成されることにより、使用者
がより易しく便利に洗剤を投入することができる。
【０１３８】
　また、前述したような本発明の実施例による洗濯装置１００によれば、洗剤ディスペン
サー３００の洗剤部３２１と補助洗剤部３３６が分離形成されているので、使用者に高い
視認性を提供して、洗剤及び補助洗剤の投入に便利さを与えることができる。
【０１３９】
　また、洗濯装置１００の上面をなす上面カバー１１２及びディスペンサーカバー２００
または４００が連続した形状に形成されるので、洗濯装置１００の上面が立体感を持つこ
とができる。
【０１４０】
　当業者であれば、本発明の多様な変形例が本発明の精神及び範疇内で可能であることが
明らかであろう。したがって、本発明は添付の請求範囲及びその等価物内に属する変形例
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を含むものである。
【０１４１】
　多様な実施例は前記発明を実施するための形態に記載されている。
【産業上の利用可能性】
【０１４２】
　前記説明から明らかなように、本発明による洗濯装置によれば、洗剤ディスペンサーの
位置及び構造を改善して、使用者が便利に易しく洗剤を洗剤ディスペンサーに投入するこ
とができる。
【０１４３】
　また、本発明による洗濯装置によれば、洗剤ディスペンサーの位置及び構造を改善して
、洗濯装置のデザイン制約を減らすことができる。

【図１】 【図２】
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【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】
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【図１８】 【図１９】

【図２０】 【図２１】
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【図２２】 【図２３】
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